
Information Clip

な
ぜ
、
自
信
を
持
っ
て
送
り
出
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
評
価
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
？

地
域
資
源
活
用
の
第
一
歩
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
「
他
と
は
こ
こ
が
違
う
」
と
い
う
違
い

を
客
観
的
に
認
識
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
産

品
を
冷
静
な
目
で
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
小
さ

な
違
い
で
も
、
そ
れ
を
強
調
し
て
ア
ピ
ー
ル
力

を
高
め
る
こ
と
で
差
別
化
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
あ
え
て
違
い
を
強
調
し
な
く
て

も
「
A  
町
の
○
○
」
と
し
て
認
知
さ
れ
れ
ば
、

ま
さ
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
で
す
。

違
い
の
ア
ピ
ー
ル
に
必
要
な
の
は
、
対
象
と

な
る
顧
客
や
P
R
方
法
を
考
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
発
想
で
す
。
地
域
産
品
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
生
産
者

の
立
場
だ
け

で
考
え
て
い

て
は
顧
客
を

失
い
ま
す
。

顧
客
の
姿
を

見
定
め
、
効

率
的
に
訴

え
、
継
続
的

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ　
の
検
討
会　
で
は　
、　
そ　
れ
ぞ　
れ　
の
地
域
が
持　
つ　

資
源　
の
付
加
価
値
を
高
め　
、　
地
域
ブ
ラ　
ン
ド　
へ　
と

育
て
上
げ
て
ゆ
く
ノ　
ウ　
ハ　
ウ
を
学
び
ま
し
た
。　

信濃川水力発電所

地
域
資
源
活
用
検
討
会

情
報　
ク　
リ　
ッ　
プ　

エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
プ　
ラ　
ザ　
2
0
0
4
宮
城　
・　
女
川

お

な

が

わ

町

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ザ
2
0
0
4
宮
城
・
女
川

お
な
が
わ

町
」
を
去
る
十

月
二
十
七
日
（
水
）
か
ら
二
十
九
日
（
金
）
ま

で
宮
城
県
女
川
町
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
に
は
全
国
か
ら

五
百
六
十
名
に
上
る
電
源
立
地
地
域
の
関
係
者

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
地
域
価
値
創
造
力
」

を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
生
き
が

い
や
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た

「
地
域
独
自
の
価
値
を
創
造
す
る
力
」
に
重
点

を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

初
日
の
開
会
式
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
小
平
信
因
長
官
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
（
細
野
哲

弘
次
長
が
代
読
）
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
株
式

会
社
文
化
事
業
部
代
表
取
締
役
・
株
式
会
社
桝

一
市
村
酒
造
場
取
締
役
の
セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ

ミ
ン
グ
ス
氏
が
「
地
域
価
値
を
見
い
だ
す
発
想

と
視
点
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、　
地
域
価

値
創
造
力
の
原
点
を　

「
地
域
固
有
の
資
源
や

地
場
産
業
を
新
し
い

視
点
で
見
直
し
、　
柔
軟

な
発
想
で
地
域
独
自

の
価
値
を
見
い
だ
す

こ
と
に
あ
る
」　
と
と
ら
え
、　
地
域
の
文
化
や
産
業

特
性
を
ふ
ま
え
た
地
域
ビ
ジ　
ョ　
ン
を
創
造
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。　

二
日
目
は
、
三
カ
所
の
会
場
に
分
か
れ
て
地

域
振
興
事
業
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
検

討
会
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
講
師
に
よ

る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、
少
人
数
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ゼ
ミ
形
式
の

分
科
会
を
多
数
実
施
。
各
地
域
に
お
け
る
成
功

事
例
の
発
表
や
質
疑
応
答
を
通
じ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ

以
降
参
照
）。

ま
た
、　
同
日
か
ら
翌
三
日
目
の
午
前
中
に
か

け
て
、　
地
元　
・　
女
川
町
を
取
り
上
げ
た　
「
観
光
振

興
ケ
ー
ス
メ
ソ　
ッ
ド
」　
も
開
催
し
ま
し
た
。　
ケ

ー
ス
メ
ソ　
ッ
ド
と
は
、　
参
加
者
と
講
師
と
の
双

方
向
的
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
問
題
解
決
を
図

る　
「
実
践
直
結
型
」　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。　
手
法
の

特
徴
は
①
講
義
を
行
わ
な
い
②
教
科
書
に
沿
わ

な
い
③
複
数
の
答
え
が
あ
り
得
る
、　
の
三
点
で
、　

複
雑
な
問
題
に
対
し
、　
論
理
的
で
創

造
的
な
実
行
計
画
を
作
り
出
す
力
を

養
い
ま
す
。　
今
回
の
テ
ー
マ
は　
「
顧

客
満
足　
（
C
S
）　
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
に
よ
る
女
川
町
の
観
光
振
興
」。　

地
域
の
集
客
力
向
上
に
向
け
た
提
案

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
構
築
す
る
た

め
、　
参
加
者
に
よ
る
自
主
的
な
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
進
め
ら
れ
、　
三

日
目
に
は
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
講

師
か
ら
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

（
財
）　電
源
地
域
振
興
セ　
ン
タ
ー　
で
は　
、　

今
後
と
も
、　
皆
様
が
ご
自
分
の
ま
ち　
の
地
域
振

興
を
考
え
、　
実
践
力
を
高
め　
て　
い
く
機
会
と
し　

て
、　
ま
た
志
を
同
じ
く
す
る
方
々
の
貴
重
な
交

流
の
場
と
し　
て
、　
エ　
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
を
ご
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま　
い
り
ま
す　
。　

女
川
町　
の　
観
光
振
興　
を　
テ　
ー　
マ　
に　

ケ　
ー　
ス　
メ　
ソ　
ッ　
ド　
を　
開
催

「　
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プ　
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ザ　
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」　
を　
開
催

地
域
価
値
創
造
力

地
域
独
自　
の　
価
値　
を　
創
造　
す　
る　
力　
に　
重
点　
を　

置　
い　
た　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　

地域のひろば●22

「
違　
い　
」　を　
見　
つ　
め　
直　
す　
こ　
と　
で　

地
域
ブ　
ラ　
ン　
ド　
の　
創
造　
を　
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表

事例発表

講師：（株）ツーリズム・マーケティング研究所

主席研究員 松井一郎

秋田県 峰浜村

かやぶき民家集落《手這坂
て は い ざ か

》

分科会I I I／ソフト資源を活用した
まちづくりゼミ

事例発表

講師：（有）インフォナビ 代表　上野佳恵
高知県 馬路村
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事例発表1

静岡県 富士宮市

やきそばによる“まちおこし”で、
全国ブランドに成長した
富士宮やきそば

事例発表2
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25●地域のひろば

平
成
十
七
年
二
月
三
日　
（
木
）　
〜
二
月
七

日　
（
月
）　
の
五
日
間
、　
北
海
道
札
幌
市
の
丸

井
今
井
札
幌
本
店
大
通
館
　
九
階
催
事
場

で
、　（
財
）　
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主

催
、　
経
済
産
業
省
、　
北
海
道
経
済
産
業
局
か

ら
ご
後
援
を
い
た
だ
き　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と

じ
ま
ん
市
札
幌
」　
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
物
産
展
は
、　
電
源
地
域
市
町
村
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ　
っ　
て
生

み
出
さ
れ
た
特
産
品
の
販
路
拡
大
や
交
流

活
動
を
目
的
に
毎
年
一
度
、　
各
地
の
主
要

都
市
を
選
定
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、　

今
回
が
十
二
回
目
に
な
り
ま
す
。　
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
電
源
地
域

市
町
村
が
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「電気のふるさとじまん市 札幌」開催のお知らせ

強
く
、
豊
か
で
、
魅
力
あ
る
地
域
を
作
り
出

す
に
は
、
市
町
村
の
枠
組
み
を
超
え
、
民
間
企

業
や
地
域
住
民
も
含
め
た
地
域
経
済
全
体
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
単
に
経
済

だ
け
を
伸
ば
す
の
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
循

環
を
考
え
て
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
持
続
可
能

性
を
探
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に

は
、
ま
ず
確
実
に
ユ
ー

ザ
ー
が
い
る
分
野
に
焦

点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら

地
域
レ
ベ
ル
、
全
国
レ
ベ
ル
へ
と
広
げ
て
ゆ
く

発
想
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
市
町
村
合
併
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
や
医
療
福
祉
・
介
護
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ

を
き
め
細
か
く
く
み
上
げ
る
こ
と
で
、
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

一
方
、　
最
近
で
は
観
光
振
興　
へ　
の
期
待
が
高

ま　
っ　
て
い
ま
す
が
、　
大
切
な
こ
と
は
、　
地
域
の
将

来
像
に　
「
観
光
」　
が
入　
っ　
て
い
る
か
ど
う
か
で
す　
。　

そ
し
て
、　
観
光
の
前
段
階
に
は
し　
っ　
か
り
し
た

地
域
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す　
べ　
き
で
す　
。　

こ
の
検
討
会
で
は
、
新
し
い
時
代
の
地
域
産

業
振
興
に
つ
い
て
、
自
立
・
内
発
型
の
視
点
で

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

前回の会場の様子

地
域
産
業
振
興
検
討
会

三
位
一
体
改
革
が
進
み
、
補
助
金
の
是
非
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
豊
か
さ
は
地
域

が
自
ら
選
択
・
決
定
し
、
結
果
に
責
任
を
負

う
」
と
い
う
、
地
方
分
権
時
代
の
地
域
経
営
に

は
、
従
来
と
は
違
う
新
し
い
補
助
金
の
活
用
方

法
が
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
は
じ
め
に
活
動
意
欲
あ
り
き
」

の
考
え
方
で
す
。
地
域
資
源
を
発
見
・
活
用

し
、
独
自
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
と
も
か
く

動
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
有
効
な
支
援
制
度
を

探
し
、
な
け
れ
ば
他
の
支
援
制
度
の
変
形
や
組

み
合
わ
せ
を
考
え
る
。
そ
れ
も
だ
め
な
ら
、
新

た
な
支
援
制
度
を
自
ら
提
案
す
る
。
住
民
と
行

政
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
振
興
制
度

の
原
点
は
、
住
民

の
活
動
支
援
で

す
。
補
助
金
な
ど

の
経
済
支
援
だ
け

で
な
く
、
法
的
手

続
や
事
務
手
続
で

の
支
援
が
有
効
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
構
造
改
革
に
お
け
る
特
区

制
度
も
、
新
し
い
支
援
制
度
の
一
つ
で
す
。

こ
の
検
討
会
で
は
、
行
政
が
「
支
援
制
度
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
な
っ
て
地
域
独
自
の
元
気

な
活
動
を
支
え
る
、
新
し
い
形
の
地
域
振
興
制

度
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。

地
域
振
興
制
度
活
用
検
討
会

地
方
分
権
時
代
の

魅
力
あ
る
地
域
作
り
に
向
け
て

行
政　
は　
、　
地
域　
の　
活
動　
を　
支　
え　
る　

支
援
制
度　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ザ　
ー　

岸
田
拓
士

●
コ　
ー
デ　
ィ　
ネ
ー
タ
ー

（
株
）　日
本
総
合
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員

志
賀
秀
一

●
コ　
ー
デ　
ィ　
ネ
ー
タ
ー

（
株
）　東
北
地
域
環
境
研
究
室
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表

講師：（株）イ・プロス 代表取締役会長

安田孝雄
島根県 浜田市

新たな人材活用による漁村の再生

分科会I I／新しい手法の人材活用ゼミ

事例発表

講師：（財）北海道科学技術総合振興センター

研究開発部　部長　山中芳朗

青森県 稲垣村

稲わらルネッサンス
～稲わらの現代的再生で地域を活性化～

分科会I I I／知的財産活用ゼミ

事例発表

講師：（株）日本総合研究所　上席主任研究員

岸田拓士

秋田県 藤里町

公と民の強さを備えた第三セクター
づくりで地域貢献をめざす

分科会I／補助金等資金の有効活用セミナー

事例発表1

福岡県 福岡市

高齢者満足度を追求し、
商店街再生と地域活性化を推進

事例発表2

講師：経営デザイン研究所　代表　川村志厚
岩手県 葛巻町

定年なし生涯現役の
『森のそば屋』と『みち草の驛』

分科会I I／少子高齢化時代における
地域活性化ゼミ

事例発表

講師：クラブノアグループ 代表　松田猛司
徳島県 牟岐町

民間事業者と漁協の協働による
地域づくり事業

分科会I I I／漁業と観光の一体化による
地域振興ゼミ

事例発表

女川町をケースとする観光振興
ケースメソッド

講師：（株）東北地域環境研究室　代表

志賀秀一

秋田県 横手市・田沢湖町

第三セクター経営再生と
地域エネルギー

分科会I／観光商品開発セミナー

事例発表1

新潟県 村上市

村上町屋の地域活性化の取り組み

事例発表2

講師：（株）東急総合研究所　上席主任研究員

野有助


